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◯住民1人あたりでみると規模が小さい（人口が少ない）自治体では、
人件費などのコストが高い傾向が見られます。

（単位：千円）人口１人あたり普通会計決算額

（資料：平成12年度市町村別財政状況）

■財政の状況

◯経常収支比率は、13団体で80％以上、公債費
負担比率は、5団体で20％以上になっており、財
政の硬直化が進んでいます。

平成12年度普通会計財政指標

平成12年度末住民基本台帳人口に基づき算出

＊財政力指数 地方公共団体の財政基盤の強さを表
す指数。この数値が大きいほど財政力が強いとみ
ることができます。

＊経常収支比率 地方公共団体の財政構造の弾力性
を判断するための指標。健全化ラインとしては、
市で80％、町村で75％といわれています。

＊公債費負担比率 地方債の償還に充てられた一般
財源の割合。一般には15％を越すと健全財政の黄
信号、20％を超えると赤信号といわれています。

＊起債制限比率 地方公共団体の財政構造の弾力性
を示す指標。この比率が20％を超えると地方債の
発行が制限されます。

◯人口が少ない団体ほど人口あたりの職員･議員数とも多い傾向にあ
ります。

職員・議員数は平成13年4月1日現在、人口は平成13年3月31日現在（住民基本台帳人口
による）
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経常収支比率 公債費負担比率 起債制限比率（％）財政力指数 （％） （％） （3ヵ年平均）
鳥取市 0.667 73.1 16.6 9.3
国府町 0.250 82.8 19.9 13.0
岩美町 0.298 79.2 15.4 8.7
福部村 0.181 82.8 18.5 7.6
郡家町 0.271 83.7 19.0 11.9
船岡町 0.176 84.1 26.4 17.6
河原町 0.222 82.6 18.3 11.0
八東町 0.185 85.4 23.8 13.1
若桜町 0.153 83.3 20.1 9.4
用瀬町 0.215 80.6 20.2 11.3
佐治村 0.122 87.8 27.1 13.9
智頭町 0.226 83.6 14.5 8.1
気高町 0.315 80.7 10.8 6.2
鹿野町 0.199 80.1 16.4 11.5
青谷町 0.221 81.0 19.7 10.7■職員・議員数の状況

歳入総額 地方税 地方交付税 歳出総額 人件費 地方債現在高 積立金現在高
鳥取市 466 140 68 457 52 541 82
国府町 562 75 240 551 105 599 202
岩美町 559 75 209 545 105 484 147
福部村 906 72 362 866 164 934 325
郡家町 480 71 212 468 108 520 88
船岡町 555 60 351 543 133 732 153
河原町 531 68 267 519 120 648 43
八東町 631 63 322 613 150 512 142
若桜町 717 59 397 667 151 1,147 343
用瀬町 643 84 344 603 143 686 109
佐治村 883 57 517 853 199 976 73
智頭町 708 78 303 693 156 639 135
気高町 507 77 194 496 107 388 156
鹿野町 957 75 323 940 131 795 239
青谷町 533 68 266 521 113 656 148

今回は、12月7日に鳥取県東部15市町
村で組織する研究会でとりまとめられ
た中間報告の中から、各市町村の財政
の状況と職員･議員数状況を紹介します。
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